
（様式第４号） 上田市川西公民館運営審議会 審議概要 

１ 審 議 会 名 上田市川西公民館運営審議会  

２ 日   時 令和６年３月２７日（水）   

３ 会   場 川西公民館 第一学習室  

４ 参 加 者 清水広好会長、堀内重光副会長、安田絵理子委員、酒井和彦委員 

 

 

５ 市側出席者 大森敏弘館長、山田愛子次長  

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  0人  記者 0人  

８ 会議概要作成年月日 令和６年３月２９日  

協  議  事  項  等 
 

１ 協議事項 

（１）令和５年度川西公民館事業等の実績について 

 ア 公民館事業の実施状況 

 イ 公民館施設の利用状況 

（事務局）２件一括 説明  

（委 員）質疑なし 

      

（２）令和６年度川西公民館事業の事業について 

 ア 公民館の基本的な考え方 

 イ 公民館事業の予定 

（事務局）２件一括 説明 

  （委 員）小学校の夏休み期間中に学習室を開いていただけるということですが、小学生が利用できる

ような場になっているのか。 

  （事務局）小学生から高校生までを想定している。 

  （委 員）どのくらいの子どもたちが落ち着いて勉強できる環境を求めて来ているのか気になった。  

  （事務局）昨年の利用者は高校生１名であった。 

（委 員）涼しい場所だが、ここに来ること自体が小学生にはハードルが高い事なのかもしれない。高

校生などは商業施設などのスペースで勉強しているわけで、できれば活用して欲しい。 

（事務局）春休み中も開放して欲しいとのご意見もいただいている。周知をして利用者を増やしていき

たい。 

（委 員）大学生のボランティアが来てくれるとありがたい。 

（委 員）コロナ前に実施していた通学合宿についての議論があったと思うが。 

（事務局）地域の皆さんのボランティア活動により取り組んでいたが、事業再開に向けた調整の中でこ

れまで支えていただいていた方々の高齢化や社会状況の変化から難しい面があり、昨年は代

替事業として夏休みこども広場チャレンジプラスを開催し、泊りは無いが３日間の連続講座

として地域の皆さんとの交流など進めてきた。６年度も夏の講座として取り組む予定であ

る。 

（委 員）一度中断してしまうと難しいかもしれない。 

 

 

 



（３）市等が自治会に依頼する各種委員の見直しについて 

（事務局） 事務局から説明 

（委 員） 質疑なし 

 

（４）地域における人権教育・青少年育成の学習事業について 

  （事務局） 事務局から説明 

  （委 員） 質疑なし 

 

（５）公の施設における使用料等の考え方について 

（事務局） 事務局から説明 

（委 員） 利用者の負担割合について、Cに分類される施設の利用者負担は 100％ということだが、

今までと比べてどの程度負担が増すのか。 

（事務局） これから料金の算出をし、具体的な割合をお伝えすることになる。 

（委 員） 他市町村での状況はどうか。 

（事務局） 県内の市では同様に料金算定基準を設定している。上田市は市町村合併以降統一的な基準

を設けてこなかったため今回改めて方針を設定した。 

 

（６）その他 

（委 員） 新しく夏休みこども広場チャレンジプラスを導入していただいてとても好評だったの

で、春休みも是非という声があった。休み中に子供だけで留守番をする家庭が増えて

いるので、公民館を開放していただけることで子供たちの生活が不規則にならずに過

ごせる素晴らしい部分であると感じている。先程意見が出たが大学生にフォローして

いただけるとさらに充実したものになると思う。中学生の子供がいるが、ふるさとタ

イムという地域の方と触れ合う授業があるので、小中学校で増えていくと良いと思う。   

 （委 員） 多くの事業を計画していただいていて、自分の希望に沿って参加できることはありが

たい事だと思う。今後、受益者負担の考え方も含めて自ら進んで取り組みたいものに

ついては、必要な経費は自分たちでも負担していくということは当たり前になってい

くのかなということや、同じ講座を受講するにも用意していただいたから参加するの

ではなくて、自ら色々な機会を作り出していくということがますます大事になってい

くのかなと思う。民間のサービスがいろいろある中、公民館独自の企画や公民館なら

ではのものをますます大事にしていっていただけたらありがたいと思う。 

  

（事務局） 学校支援ボランティアについて、作成したパンフレットの紹介と、ボランティア募集

の依頼をした。 

（委 員） コロナ禍でも川西小学校では放送室からのオンラインなどで細々と繋げてきた。今年

度５月以降は全ての教室に一人ずつ入っていただき読み聞かせをしていただいてい

る。今年度で辞められる方もいらっしゃるが学級増になるので、一人でも多くの方に

参加者していただきたい。ボランティアの方からは活動が楽しいとおっしゃっていた

だいている。是非仲間になっていただけたらありがたい。 

 （委 員） 夏のこども広場でドローン体験とあるが、大人も興味がある人がいると思うので企画して

欲しい。 

 

 


